
議案審査の流れ 

本会議で議案の提案説明 

総括質問 

所管委員会に付託 
（審査を任せること） 

委員会審査 
 

本会議で委員会の 
審査結果を報告・質疑 

 

討　論（賛成・反対） 
 

採　決（可決・否決） 

本会議で議案の提案説明 

総括質問 

所管委員会に付託 
（審査を任せること） 

委員会審査 
 

本会議で委員会の 
審査結果を報告・質疑 

 

討　論（賛成・反対） 
 

採　決（可決・否決） 

◆市長や議員が提出　（初日） 

◆各会派等による総括質問 
 （議案に関する質問、一般質問） 

（最終日） 

◆提出議案や請願などの審査 

問

感
染
に
よ
り
出
勤
で
き
な

く
な
る
職
員
が
想
定
さ
れ
る
。

市
の
業
務
継
続
計
画
は
ど
こ
で

ど
の
よ
う
に
立
て
る
の
か
。
ま

た
、
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、
各
課
に
対
し

て
調
査
し
、
ま
と
め
て
い
る
。

市
民
へ
は
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
自
治
会
へ
の
チ
ラ
シ
に

よ
り
情
報
提
供
を
し
て
い
く
。

問

支
援
が
必
要
な
世
帯
の
把

握
や
社
会
的
弱
者
へ
の
支
援
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

高
齢
者

調
査
の
情
報
に
よ
り
、
一
人
暮

ら
し
、
寝
た
き
り
、
認
知
症
高

齢
者
を
把
握
し
て
お
り
、
障
が

い
者
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方

の
把
握
を
し
て
い
る
。
社
会
的

弱
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

在
宅
の
高
齢
者
へ
の
見
回
り
や

食
事
の
提
供
等
の
支
援
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
事
業
者
等
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
す
る
過
程

で
検
討
し
て
い
く
。

問

保
育
を
利
用
し
て
い
る
休

業
で
き
な
い
保
護
者
の
対
策
は
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長

民
間
保

育
所
等
と
協
議
を
進
め
る
。
学

童
保
育
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

と
指
導
員
の
話
し
合
い
を
お
願

い
し
、
緊
急
保
育
の
具
体
的
な

方
策
を
定
め
て
い
く
。

問

重
症
で
な
い
自
宅
待
機
の

一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
対
応
は
。

福
祉
部
長

代
替
サ
ー
ビ
ス
の

要
請
に
対
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等
と
の
連
携
は
、
最
終

的
に
は
、
業
務
継
続
計
画
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

問

市
民
病
院
の
新
棟
建
設
が
、

病
院
経
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

救
急
棟
を
新

築
す
る
こ
と
で
、
入
院
患
者
が

増
え
、
手
術
室
が
新
し
く
な
る

た
め
信
頼
が
増
す
。

問

２８
、
２９
年
度
は
、
期
末
現

預
金
が
な
く
な
る
。
倒
産
の
危

険
性
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
乗

り
切
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

将
来
構
想
で

は
、
２８
年
度
７
０
０
０
万
円
、

２９
年
度
で
７
７
０
０
万
円
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
る
が
、
３４
年
度
に

は
１４
億
４
５
０
０
万
円
の
現
金

が
残
る
と
推
計
し
て
い
る
。

問

一
時
借
入
金
に
頼
る
こ
と

に
な
る
が
、
慎
重
に
考
え
な
い

と
い
け
な
い
。
ま
た
、
将
来
構

想
を
精
査
し
な
い
と
、
さ
ら
に

現
実
と
乖
離
し
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。
入
院
患
者
数
を
増
や

せ
ば
、
さ
ら
に
医
師
た
ち
は
過

酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
経
営
に
余
裕
が
な
く

な
れ
ば
、
医
師
の
人
員
を
増
や

せ
な
い
し
、
処
遇
の
改
善
も
で

き
な
い
。
あ
る
自
治
体
で
は
、

新
棟
建
設
後
、
産
婦
人
科
の
医

師
が
一
人
も
い
な
く
な
る
事
態

に
な
っ
た
。
一
時
借
入
金
を
あ

て
に
し
な
い
で
も
、
建
設
で
き

る
病
棟
の
規
模
に
改
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

病
院
事
務
局
長

全
体
の
建
築

費
を
圧
縮
す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ

か
で
は
な
い
が
、
一
時
借
入
金

の
金
額
自
体
は
、
７
７
０
０
万

円
で
、大
き
な
負
担
で
は
な
い
。

改
築
に
は
、
医
師
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
が
あ
る
。
改
築

が
と
ん
挫
し
た
ら
、
医
師
が
逆

に
去
っ
て
し
ま
う
。
改
築
を
進

め
る
べ
き
だ
と
思
う
。

６
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
４
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し

ま
し
た
。
議
案
は
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
、

請
願
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
請
願
第
５
号

地

方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
廃
止

を
含
め
た
検
討
を
す
る
こ
と
を

求
め
る
請
願
の
審
査
で
は
、「
議

員
自
身
の
身
分
に
関
す
る
問
題

で
も
あ
り
、
議
員
自
ら
が
議
論

し
て
決
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る

の
で
、
国
で
の
こ
れ
か
ら
の
議

論
あ
る
い
は
検
討
を
見
守
り
な

が
ら
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
。」

と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
１９
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
４
件
を
審
査
し
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

議
案
第
４９
号

平
塚
市
の
福
祉

会
館
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
審
査
で
は
、
西
部
福
祉

会
館
の
浴
場
の
利
用
料
金
の
設

定
根
拠
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
の

に
対
し
、「
１
か
月
の
、
上
下

水
道
料
金
等
と
浴
場
の
平
均
利

用
者
数
か
ら
算
出
し
た
金
額
で

あ
る
。」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度

に
関
し
て
、
事
業
報
告
に
対
す

る
こ
れ
ま
で
の
評
価
や
、
そ
の

評
価
を
今
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制

度
に
ど
う
生
か
す
か
、
な
ど
に

つ
い
て
問
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

６
月
１９
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
２
件
、
請
願
３
件
を
審
査
し

ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
と

も
に
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
、
請
願
に
つ
い
て
は
す

べ
て
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
議
案

第
５３
号

物
品
購
入
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、「
今

回
の
配
備
予
定
以
外
の
残
り
１４

の
小
学
校
へ
の
、
視
聴
覚
機
器

の
配
備
計
画
に
つ
い
て
、
前
倒

し
の
予
定
は
あ
る
の
か
」
と
問

わ
れ
た
の
に
対
し
、「
文
部
科

学
省
が
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
事
業
で
国
庫
補
助
金
２
分
の

１
の
補
助
制
度
を
新
た
に
創
設

し
た
た
め
、
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
前
倒
し

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
」
と

答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

６
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
１
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し

ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
、
請
願
に
つ
い
て
は
趣

旨
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
請
願
第

４
号

大
型
パ
チ
ン
コ
店
出
店

に
反
対
す
る
請
願
で
は
、「
パ
チ

ン
コ
店
が
そ
の
場
所
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
た
場
合
、
住
環
境

に
悪
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と

は
十
分
理
解
で
き
る
。
住
民
の

意
思
を
尊
重
し
、
住
環
境
の
保

全
を
望
む
趣
旨
を
了
と
す
る
。」

と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
見

利
子
議
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
本
市
の
対
策
を
問
う

江
口

友
子
議
員

市
民
病
院
の
新
棟
建
設

上
程
さ
れ
た
議
案
は
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

都
市
建
設
常
任
委
員
会

都市建設常任委員会
野 崎 審 也
府 川 正 明
渡 辺 敏 光
鈴 木 晴 男
山 原 栄 一
落 合 克 宏
伊 藤 裕

――

教育民生常任委員会
出 村 光
片 倉 章 博
江 口 友 子
須 藤 量 久
山 口 聖
後 藤 輝 彦
永 田 美 典

――

環境厚生常任委員会
伊 東 尚 美
坂 間 正 昭
厚 見 利 子
黒 部 栄 三
岩 田 耕 平
端 文 昭
松 崎 清 子
水 野 泰 助

総務経済常任委員会
出 縄 喜 文
秋 澤 雅 久
松 本 敏 子
高 橋 紀 英
小 泉 春 雄
臼 井 照 人
吉 野 和 美

――

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃
〃
〃

議会報編集委員会
――
――

坂 間 正 昭
秋 澤 雅 久
山 口 聖
臼 井 照 人

新庁舎建設特別委員会
伊 藤 裕
出 村 光
片 倉 章 博
山 口 聖
黒 部 栄 三
永 田 美 典

議会運営委員会
岩 田 耕 平
永 田 美 典
須 藤 量 久
片 倉 章 博
府 川 正 明
山 原 栄 一

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃

平成��年（２００９年）�月��日（�）

◆市議会６月定例会初日において、各委員会の構成が次のとおりとなりました。

無

所

属

無

所

属

委

員

会

の

審

査

常任委員会

他の委員会

ひらつか議会だより

今
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見
書
４
件
を
可
決
し
、

６
月
２５
日
付
け
で
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

◎
学
級
規
模
の
縮
小
・
弾
力
化
、
３０
人
以
下
学
級
な

ど
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

◎
豊
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
予
算
増
額

を
求
め
る
意
見
書

◎
現
行
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
関
す
る

意
見
書

（
提
出
先
）
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣

◎
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定
等
に
つ
い
て
の
意
見
書

（
提
出
先
）
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

※
意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
ま
と
め
、

国
政
や
県
政
な
ど
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
地
方
自

治
法
第
９９
条
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
す
る
も
の
で

す
。

意意意 見見見 書書書 ををを 提提提 出出出

第 ��� 号
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